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佐藤節夫会長就任のご挨拶
これからの行事予定
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公益財団法人　宮城県老人クラブ連合会



　

盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
６
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
第
12
回
理
事
会
に
お
き
ま
し

て
、
不
肖
私
が
会
長
に
推
挙
い
た

だ
き
、
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
、

浅
学
菲
才
な
我
が
身
を
顧
み
ず
、

重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
を
し
な
が
ら
、

健
康
に
留
意
し
、
職
責
を
果
た
し

て
ま
い
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
を
基
盤

と
す
る
高
齢
者
の
自
主
的
な
組
織

で
あ
り
、
仲
間
づ
く
り
を
す
す

め
、
相
互
に
支
え
合
い
、
楽
し
み

を
共
に
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
て

い
ま
す
。
活
動
は
「
健
康
・
友

愛
・
奉
仕
」
の
三
大
運
動
を
基
本

理
念
と
し
、
活
動
目
標
を
「
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活

動
」
「
在
宅
高
齢
者
や
そ
の
家
族

を
支
援
す
る
友
愛
活
動
」
「
安

全
・
安
心
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

少
子
高
齢
化
や
社
会
生
活
の
変
革

に
伴
い
、
会
員
の
減
少
や
ク
ラ
ブ

の
解
散
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。
課
題
解
決
の
一
手
段
と

し
て
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
同
30
年

度
ま
で
会
員
増
強
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
当
連
合
会
と
し
て
も

会
員
１
万
人
増
強
運
動
を
行
っ
て

お
り
、
一
部
町
老
連
で
増
加
し
た

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
県
老
連

全
体
と
し
て
は
会
員
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

高
齢
者
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、
健
康
づ

く
り
研
修
会
、
高
齢
者
相
互
支
援

推
進
啓
発
事
業
の
モ
デ
ル
指
定
な

ど
諸
事
業
を
展
開
し
、
誰
も
が
健

康
長
寿
で
、
安
全
で
安
心
し
て
、

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
思
い
や

り
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
、
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
や
活

力
あ
る
高
齢
社
会
の
実
現
に
向

け
、
努
力
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

県
老
連
は
会
員
減
少
の
中
で
、

財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
①
役
員
組
織
の
見

直
し
②
財
政
計
画
の
確
立
と
実
行

を
、
第
10
回
理
事
会
で
設
置
を
決

定
し
た
総
務
部
会
で
早
急
に
検
討

し
決
め
て
い
き
ま
す
。
先
人
た
ち

が
築
い
た
五
十
有
余
年
の
歴
史
を

引
き
継
ぎ
、
皆
様
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
な
が
ら
灯
り
を
と
も
し

続
け
、
発
展
さ
せ
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
皆
様
の
ま
す
ま

す
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
祈
念
し
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

就
任
の
ご
挨
拶

公
益
財
団
法
人　

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

佐
藤
　
節
夫

《
会　

長
》

　

佐
藤
節
夫
（
大　

崎
）

《
副
会
長
》

　

大
山
金
雄
（
東
松
島
）

　

佐
藤
良
一
（
沿　

岸
）

　

佐
藤
純
子
（
女
性
委
員
会
）

《
理　

事
》

　

小
松
洋
吉

　
　
　
　

（
東
北
福
祉
大
学
）

　

佐
藤
久
美
子
（
新
任
）

　
　

（
県
長
寿
社
会
政
策
課
）

　

佐
藤
光
敏

　
　

（
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

相
澤
政
助
（
石　

巻
）（
新
任
）

　

板
橋
兵
悦
（
塩　

釜
）

　

畠
山
多
喜
夫

　
　
　
　
　

（
気
仙
沼
）（
新
任
）

　

吉
野
照
子
（
白　

石
）（
新
任
）

　

田
端
幸
男
（
名　

取
）（
新
任
）

　

伊
藤
三
壽
（
角　

田
）

　

阿
部
五
一
（
多
賀
城
）（
新
任
）

　

渡
邉
榮
一
（
岩　

沼
）

役
員
＆
評
議
員

◎
【
役
員
名
簿
】（
敬
称
略
）

（
任
期
：
平
成
32
年
度
定
時
評
議
員
会
終
結
の
時
ま
で
）

　

及
川　

潔
（
登　

米
）

　

菅
原
武
義
（
栗　

原
）

　

藤
島
史
男
（
富　

谷
）

　

星　

次
雄
（
県　

南
）（
新
任
）

　

村
田
直
喜
（
中　

央
）

　

橋
本
一
意
（
県　

北
）（
新
任
）

　

佐
藤
貞
子
（
女
性
委
員
会
）

　

髙
橋
ち
た
江

　
　
　
　
　

（
女
性
委
員
会
）

《
常
務
理
事
》

　

千
葉
義
明
（
県
老
連
）

《
監　

事
》

　

佐
藤
勝
雄
（
県　

南
）（
新
任
）

　

鈴
木
勝
美
（
中　

央
）

　

鈴
木
輝
雄

　
　
　
　

（
県
北・沿
岸
）（
新
任
） ― 2 ―
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平
成
30
年
５
月
15
日
に
東
京

で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
30
年
度
都

道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
女
性

代
表
者
会
議
」
に
出
席
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
会
議
概
況
に
つ

き
ま
し
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

最
初
に
今
年
度
か
ら
全
老
連

副
会
長
と
女
性
委
員
長
に
な
っ

た
秋
田
県
の
伊
藤
八
重
子
委
員

長
か
ら
、「
女
性
の
力
で
会
員
を

増
や
し
て
活
動
を
活
性
化
し
ま

し
ょ
う
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、

引
き
続
き
谷
野
全
老
連
局
長
の

基
調
報
告
と
し
て
、「
平
成
30
年

度
全
老
連
事
業
の
重
点
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
状
況
報
告
や
行

動
提
案
な
ど
、
老
人
ク
ラ
ブ
組

織
の
発
展
に
向
け
た
情
報
提
供

や
行
動
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
活
動
発
表
と
し
ま
し

て
、
都
道
府
県
老
連
や
市
老
連
の

女
性
委
員
長
や
女
性
リ
ー
ダ
ー

か
ら
、「
会
員
増
強
運
動
に
向
け

た
女
性
委
員
会
の
取
り
組
み
」
と

「
老
人
ク
ラ
ブ
高
齢
消
費
者
被

害
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
、
各
老
連
に
お
い
て

実
践
し
て
い
る
活
動
や
、
取
り

組
む
べ
き
課
題
な
ど
に
つ
い
て

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
の
老
連
に
お
い
て
も
、
女
性

会
員
が
一
生
懸
命
活
動
し
て
い

る
様
子
が
語
ら
れ
、
や
は
り
老

連
や
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性

化
に
は
女
性
た
ち
の
活
動
が
欠

か
せ
な
い
も
の
と
、
実
感
い
た

し
ま
し
た
。

次
に
行
わ
れ
た
情
報
交
換
と

全
体
会
で
は
、「
後
継
リ
ー
ダ
ー

を
担
え
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
増

や
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
10
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
各
参
加
者
老
連
の

取
組
や
そ
の
成
果
な
ど
の
情
報

交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

や
は
り
、
ほ
と
ん
ど
の
老
連
に

お
い
て
会
員
の
減
少
に
悩
ん
で

お
り
、
ど
の
様
に
対
応
す
べ
き
か

な
ど
を
、
討
議
い
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
女
性
代
表
者
会
議
に

参
加
し
て
の
感
想
と
し
ま
し
て

は
、　

全
老
連
の
基
調
報
告
や
、

各
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と

の
意
見
交
換
や
情
報
交
換
を
通

じ
て
、
各
県
の
活
動
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
女
性
リ
ー
ダ
ー
は
各

種
の
研
修
会
な
ど
で
会
員
と
し

て
の
資
質
を
高
め
、
今
後
も
高

齢
者
の
日
常
生
活
に
手
を
差
し

の
べ
る
活
動
や
、
サ
ロ
ン
づ
く

り
な
ど
多
く
の
人
が
入
会
さ
れ

る
工
夫
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
、
心
に
誓
い
ま
し
た
。

以
上
で
、
女
性
代
表
者
会
議
へ

の
参
加
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

《
評
議
員
》

　

星　

一
美
（
石　

巻
）（
新
任
）

　

中
村
邦
綱
（
塩　

釜
）（
新
任
）

　

小
野
寺
優
一

　
　
　
　
　

（
気
仙
沼
）（
新
任
）

　

山
田　

功
（
白　

石
）（
新
任
）

　

本
郷
一
浩
（
名　

取
）（
新
任
）

　

宍
戸
勝
郎
（
角　

田
）（
新
任
）

　

千
葉
正
寛
（
多
賀
城
）（
新
任
）

　

三
品　

實
（
岩　

沼
）

　

飯
田　

功
（
登　

米
）

　

圓
谷
晃
一
（
栗　

原
）（
新
任
）

　

内
海
國
雄
（
東
松
島
）

　

笠
原
吉
信
（
大　

崎
）

　

塩
田
智
明
（
富　

谷
）

　

佐
藤
正
隆
（
蔵　

王
）（
新
任
）

　

柏　
　

雄
（
七
ヶ
宿
）

　

倉
繁
孝
市
（
大
河
原
）

　

真
壁
虎
雄
（
村　

田
）

　

島
貫
孝
雄
（
柴　

田
）

　

古
郡
金
蔵
（
川　

崎
）

　

早
坂　

修
（
丸　

森
）（
新
任
）

　

佐
藤
孝
吉
（
亘　

理
）（
新
任
）

◎
【
評
議
員
名
簿
】（
敬
称
略
）

（
任
期
：
平
成
34
年
度
定
時
評
議
員
会
終
結
の
時
ま
で
）

　

西
澤
英
清
（
山　

元
）

　

大
友　

昌
（
松　

島
）

　

顧　

治
夫
（
七
ヶ
浜
）

　

阿
部
次
雄
（
利　

府
）

　

菅
原
正
郎
（
大　

和
）（
新
任
）

　

田
中　

實
（
大　

郷
）

　

日
野
政
二
（
大　

衡
）（
新
任
）

　

伊
藤　

剛
（
色　

麻
）（
新
任
）

　

高
橋
良
一
（
加　

美
）

　

小
野
秀
一
（
涌　

谷
）

　

菅
原
芳
吉
（
美　

里
）

　

武
内
武
司
（
女　

川
）

　

西
條
敬
一
（
南
三
陸
）（
新
任
）

　

野
呂
英
樹

　
　
　

（
県
長
寿
社
会
政
策
課
）

　

吉
田
栄
一

　
　
　

（
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

菅
原
邦
子
（
女
性
委
員
会
）

　

高
橋
よ
し
子
（
女
性
委
員
会
）

平
成
30
年
度

　
　
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連

　
　
　
　
女
性
代
表
者
会
議　

   

県
老
連
副
会
長
・
女
性
委
員
長

佐
藤
　
純
子
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い
て
【
変
更
承
認
】

（
平
成
29
年
度
）第
８
回
評
議

員
会

・
日
時
：
平
成
30
年
３
月
20

　

日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

　

か
ら

・
場
所
：
ホ
テ
ル
白
萩
２
階

　

け
や
き
の
間

・
協
議
事
項

⑴　

県
老
連
役
員
並
び
に
評

　

議
員
の
選
任
等
に
つ
い
て

　
【
承
認
】

⑵　

平
成
30
年
度
分
担
金
に

　

つ
い
て
【
承
認
】

⑶　

平
成
29
年
度
補
正
予
算

　

に
つ
い
て
【
承
認
】

⑷　

平
成
30
年
度
事
業
計
画

　

並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い

　

て
【
承
認
】

⑸　

理
事
及
び
評
議
員
の
定

　

数
・
現
員
に
係
る
専
門
部

　

会
の
設
置
に
つ
い
て【
承
認
】

（
平
成
30
年
度
）監
事
会

・
日
時
：
平
成
30
年
５
月
16

　

日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

　

か
ら

（
平
成
29
年
度
）第
10
回
理

事
会

・
日
時
：
平
成
30
年
２
月
27

　

日
（
火
）
午
後
３
時
か
ら

・
場
所
：
ホ
テ
ル
新
富
亭　

　

会
議
室

・
協
議
事
項

⑴　

県
老
連
役
員
並
び
に
評

　

議
員
の
選
任
等
に
つ
い
て

　
【
承
認
】

⑵　

平
成
30
年
度
分
担
金
に

　

つ
い
て
【
承
認
】

⑶　

平
成
29
年
度
補
正
予
算

　

に
つ
い
て
【
承
認
】

⑷　

平
成
30
年
度
事
業
計
画

　

並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い

　

て
【
承
認
】

⑸　

理
事
及
び
評
議
員
の
定

　

数
・
現
員
の
見
直
し
に
つ

理
事
会
・
評
議
員
会
等
の
開
催
状
況

・
場
所
：
宮
城
県
老
人
ク
ラ

　

ブ
連
合
会
事
務
局

・
監
査
事
項

　

平
成
29
年
度
事
業
報
告
並

　

び
に
収
支
決
算
・
経
理
執

　

行
状
況

（
平
成
30
年
度
）第
11
回
理

事
会

・
日
時
：
平
成
30
年
５
月
23

　

日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

　

か
ら

・
場
所
：
ホ
テ
ル
白
萩
３
階

　

高
砂
の
間

・
協
議
事
項

⑴　

県
老
連
役
員
並
び
に
評

　

議
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
【
承
認
】

⑵　

平
成
29
年
度
事
業
報
告

　

並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い

　

て
【
承
認
】

⑶　

平
成
31
年
度　

老
人
ク

　

ラ
ブ
・
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

　

大
会
に
つ
い
て
【
承
認
】

⑷　

県
老
連
専
門
部
会
の
設

　

置
に
つ
い
て
【
承
認
】

（
平
成
30
年
度
）第
９
回
評
議

員
会

・
日
時
：
平
成
30
年
６
月
８

○事業費
・スポーツ大会費
・健康づくり研修費
・高齢者相互支援推進啓発事業費
・認知症講座費
・給与・福利厚生費
・市町村老連推進助成費
・女性リーダーセミナー費等
・若手リーダー研修費
・老人クラブ大会費
・広報費
・全国会議費
・災害支援費
・その他
○管理費
・給与・福利厚生費等
・旅費
・役務費
・賃借料
・支払負担金
・雑費・その他

・補助金収入
・共同募金会配分金収入
・会費収入
・寄付金収入
・災害拠金振替
・諸収入
・基金繰入

26,943
700
1,518
1,496
168

11,952
1,600
750
100
845
1,300
925
5,463
126

5,997
2,448
445
800
434
600
1,270

13,061
560
5,334

1
6,763
310
6,911

平
成
30
年
度
　
収
支
予
算

支　出　　32,940

収　入　　32,940 （単位：千円）

（単位：千円）

　

日
（
金
）
午
後
１
時
30
分

　

か
ら

・
場
所
：
ホ
テ
ル
白
萩
２
階

　

け
や
き
の
間

・
協
議
事
項

⑴　

県
老
連
役
員
並
び
に
評

　

議
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
【
承
認
】

⑵　

平
成
29
年
度
事
業
報
告

　

並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い

　

て
【
承
認
】

⑶　

平
成
31
年
度　

老
人
ク

　

ラ
ブ
・
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

　

大
会
に
つ
い
て
【
承
認
】

　（
平
成
30
年
度
）第
12
回
理

事
会

・
日
時
：
平
成
30
年
６
月
８

　

日
（
水
）
午
後
３
時
30
分

　

か
ら

・
場
所
：
ホ
テ
ル
白
萩
２
階

　

け
や
き
の
間

・
協
議
事
項

　

県
老
連
会
長
・
副
会
長
・

　

常
務
理
事
の
選
任
に
つ
い

　

て
【
承
認
】
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事業名

女性リーダーセミナー

健康づくり研修会

認知症サポーター養成講座

全老連女性リーダーセミナー

シルバーリーダー研修会

日　時

８月１０日 １３：３０～

８月２７日 １０：３０～

８月２８日 １０：３０～

８月３０日 １０：３０～

８月３１日 １０：３０～

９月 ３ 日 １０：００～

９月 ５ 日 １０：３０～

９月 ６ 日 １０：３０～

９月と１２月に実施

１０月１１日～１２日 １３：００～

１２月１２日 １３：３０～

場　所

ホテル白萩（仙台）

花山石楠花センター

大崎市古川武道館

登米市豊里公民館

気仙沼市市民福祉センターやすらぎ

石田沢防災センター

女川町総合体育館

蔵王町ふるさと文化会館

県内１５箇所で開催予定

東京都

ホテル白萩（仙台）

その他

全老連事業

【研修会・セミナーなど】

事業名

第１３回理事会

女性委員会

高齢者相互支援事業連絡
会議

第１４回理事会

第１０回評議員会

市町村老連会長・事務担当
者合同会議

日　時

８月１０日 １０：００～

１月１８日 １３：００～

１月２５日 １３：３０～

３月 １ 日 １３：３０～

３月１８日 １３：３０～

３月２２日 １３：３０～

場　所

ホテル白萩（仙台）

ホテル白萩（仙台）

ホテル白萩（仙台）

ホテル白萩（仙台）

ホテル白萩（仙台）

ホテル白萩（仙台）

その他

１３期

【会議等】

事業名

シニアスポーツ大会

老人クラブ大会

全国老人クラブ大会

日　時

１０月２６日

１１月１５日

１２月 ４ 日～ ５ 日

場　所

グランディ２１（利府町）

遊楽館（石巻市河南）

沖縄県

その他

全老連事業

【大会】

これからの行事予定
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者
18
名
に
対
し
て
、
延
べ

４
３
８
回
訪
問
し
た
。

　

友
愛
訪
問
の
理
解
が
深
ま

り
、
こ
の
制
度
の
拡
大
を
希

望
し
て
い
る
単
位
ク
ラ
ブ
が

出
て
き
た
。

【
蔵
王
町
老
連
】

　

14
単
位
ク
ラ
ブ
中
４
ク
ラ

ブ
を
モ
デ
ル
指
定
し
、
20
名

の
シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
を
委
嘱

し
友
愛
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。

　

平
成
29
年
度
下
半
期
で
、

１
０
７
名
の
対
象
者
に
４
０
３

回
友
愛
訪
問
を
行
っ
た
。

　

各
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
訪
問
方
法
や
訪
問
日
数
を

調
整
し
、
シ
ル
バ
ー
リ
ー

ダ
ー
（
通
称
：
ひ
ま
わ
り
見

守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
）
自
身
が

無
理
な
く
活
動
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

【
色
麻
町
老
連
】

　

第
12
期
か
ら
モ
デ
ル
指
定

を
受
け
て
お
り
、
昨
年
度
か

ら
継
続
し
て
友
愛
訪
問
活
動

を
続
け
て
い
る
会
員
も
多
い
。

　

平
成
29
年
度
は
14
の
単
位

ク
ラ
ブ
で
訪
問
活
動
を
実
施

し
、
対
象
者
の
べ
４
３
０
人

し
た
。

　
⑵
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ

ナ
ー
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、
平
成
30
年
８

月
10
日
に
「
外
部
講
師
に
よ

る
講
演
」
「
基
調
報
告
」

「
活
動
事
例
発
表
」
等
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
⑶
女
性
委
員
会
か
ら
の

「
県
老
連
だ
よ
り
」
へ
の
寄

稿
に
つ
い
て

　

今
回
は
、
気
仙
沼
老
連
女

性
部
の
活
動
を
寄
稿
い
た
だ

く
こ
と
に
し
た
ほ
か
、
い
く

つ
か
の
女
性
部
の
活
動
を
紹

介
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
⑷
女
性
委
員
会
生
活
モ
ニ

タ
ー
の
実
施
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
・
31
年
の
女
性

委
員
会
の
テ
ー
マ
を
「
会
員

増
強
運
動
」
と
し
、
平
成
30

年
度
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
平
成
31
年
度
に
、

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
を
基
に
会
員
増
強
の
た
め

　

平
成
30
年
６
月
１
日
に

「
モ
デ
ル
指
定
老
連
第
３
回

関
係
者
連
絡
会
議
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
各
老
連
の
取

組
等
の
報
告
等
が
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

【
大
崎
市
松
山
老
連
】

　

松
山
地
区
で
は
高
齢
化
率

が
33
・５
％
を
超
え
、
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

　

シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
が
地

域
の
「
一
人
暮
ら
し
、
高
齢

者
二
人
暮
ら
し
、
日
中
高
齢

者
世
帯
」
な
ど
を
対
象
に

「
友
愛
訪
問
」
「
外
出
支

援
」
「
安
否
確
認
と
声
が

け
」
を
行
っ
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
対
象

　

平
成
30
年
４
月
27
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
ホ
テ
ル

白
萩
２
階
け
や
き
の
間
に
於

い
て
、
女
性
委
員
20
名
が
出

席
し
第
１
回
女
性
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
⑴
「
女
性
委
員
長
・
副
委

員
長
の
選
任
」
及
び
「
理
事

並
び
に
評
議
員
の
推
薦
」
に

つ
い
て

　

正
副
委
員
長
及
び
理
事
・

評
議
員
全
員
が
再
任
さ
れ
ま

平
成
30
年
度
第
１
回
県
老
連
女
性
委
員
会
の
開
催

高
齢
者
相
互
支
援
啓
発
推
進
事
業

◆
◇
◆
◇
◆
◇ 

県
内
の
で
き
ご
と 

◇
◆
◇
◆
◇
◆

　
事
業
報
告

の
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
は
、
女
性
委
員

会
（
部
会
）
の
活
動
が
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
積
極
的

な
展
開
が
望
ま
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

に
対
し
て
５
６
１
回
の
訪
問

と
な
っ
た
。

　

訪
問
時
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

し
て
、
布
を
利
用
し
裏
表
で

使
え
る
き
ん
ち
ゃ
く
袋
を
作

成
し
、
出
来
上
が
っ
た
き
ん

ち
ゃ
く
袋
を
訪
問
時
の
お
土

産
と
し
て
届
け
、双
方
が
幸
せ

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

【
女
川
町
老
連
】

　

友
愛
訪
問
活
動
も
２
期
目

と
な
り
、「
シ
ル
バ
ー
リ
ー

ダ
ー
」
の
認
知
も
高
ま
っ
て

き
て
い
る
が
、
老
人
ク
ラ
ブ

内
で
、
こ
の
取
り
組
み
が
浸

透
し
て
い
る
と
は
言
い
難

く
、シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
負
担

感
の
軽
減
が
次
年
度
に
向
け

て
の
課
題
と
感
じ
て
い
る
。
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ら
５
名
を
募
っ
て
、
詐
欺
の

手
口
を
寸
劇
形
式
で
分
か
り

易
く
楽
し
く
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
の
後
半
に
は
、
参
加

者
二
人
一
組
が
、
業
者
と
消

費
者
に
な
り
、
断
り
方
の
練

習
を
行
い
、
最
後
に
「
被
害

に
あ
わ
な
い
た
め
の
５
箇

条
」
を
全
員
で
唱
和
し
ま
し

た
。　
　
　

参
加
者
か
ら
は
「
実
際
に

研
修
を
受
講
し
て
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め

の
断
り
方
や
、
被
害
に
遭
っ

た
際
の
相
談
窓
口
が
分
か
っ

た
、
実
生
活
で
も
活
用
し
た

い
」と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

講
演
後
に
、
七
ヶ
宿
町
老

連
事
務
局
（
社
協
）
の
今
野

り
え
さ
ん
か
ら
「
七
ヶ
宿
町

高
齢
消
費
者
被
害
防
止
運
動

の
取
組
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
取

り
組
み
内
容
に
つ
い
て
、
事

例
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

七
ヶ
宿
で
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
今
年
度
ま
で
の
３
ヵ

年
連
続
で
被
害
防
止
運
動
に

７
月
27
日
（
金
）
仙
台
市

青
葉
区
の
「
ホ
テ
ル
白
萩
」

を
会
場
に
「
若
手
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
」
が
、
各
市
町
村
老

連
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
50
名
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。佐

藤
県
老
連
会
長
の
挨
拶

の
後
、
宮
城
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
の
佐
藤
悦
子
消
費
生

活
相
談
員
か
ら
、「
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め

に
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
に
遭
遇
し
た
場
合
に
身

近
に
あ
る
相
談
窓
口
と
し
て

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
紹

介
や
、
契
約
に
関
す
る
基
礎

知
識
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制

度
の
説
明
と
実
際
の
適
用
手

段
の
解
説
が
あ
り
、
ハ
ガ
キ

に
よ
る
架
空
請
求
の
事
例

と
し
て
、「
訴
訟
告
知
セ
ン

タ
ー
」
や
、
実
際
の
事
業
者

を
か
た
っ
た
事
例
な
ど
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
寸

劇
劇
場
」
で
は
、
ハ
ガ
キ
詐

欺
の
事
例
で
研
修
参
加
者
か

【
南
三
陸
町
老
連
】

　

18
団
体
が
友
愛
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
仮
設
住
宅

か
ら
の
転
居
や
移
転
に
よ
り

高
齢
者
の
孤
立
化
な
ど
、
高

齢
者
を
取
り
巻
く
問
題
が
多

様
化
し
て
い
る
。

　

平
成
29
年
度
は
、
対
象
者

13
人
に
対
し
て
、
約
２
０
０

回
（
月
２
回
程
度
の
訪
問
）

を
実
施
し
た
。
話
し
相
手
や

外
出
支
援
な
ど
の
他
に
、
交

流
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

な
ど
の
活
動
も
実
施
し
た
。

　

友
愛
活
動
が
ま
だ
地
域
で

の
認
知
度
が
高
く
な
い
た

め
、
行
政
等
と
情
報
交
換
し

て
、
効
率
的
に
見
守
り
活
動

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。　

取
り
組
み
、
平
成
29
年
度
か

ら
は
よ
り
多
く
の
参
加
者
を

募
る
た
め
、
各
地
区
で
開
催

し
た
こ
と
や
、
地
元
の
駐
在

所
長
さ
ん
に
講
師
を
依
頼
す

る
こ
と
で
、「
顔
見
知
り
関

係
」
に
な
る
こ
と
の
効
果
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
実
際
に
今
年
、

町
内
に
架
空
請
求
の
は
が
き

が
届
き
、
そ
の
町
民
が
駐
在

所
長
さ
ん
に
相
談
し
被
害
に

遭
わ
な
か
っ
た
と
の
こ
と

で
、
改
め
て
被
害
防
止
運
動

の
効
果
が
実
感
で
き
た
そ
う

で
す
。

今
野
さ
ん
は
「
高
齢
消
費

者
の
被
害
防
止
に
は
相
談
で

き
る
人
を
増
や
す
こ
と
、
つ

ま
り
一
人
で
悩
ま
な
い
、
一
人

で
判
断
し
な
い
こ
と
が
重
要

で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
６
月
14
日

（
木
）
に
県
庁
４
階
庁
議
室

で
、
平
成
30
年
度
ニ
ッ
セ
イ

財
団
「
生
き
生
き
シ
ニ
ア
活

動
顕
彰
」
贈
呈
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

県
老
連
関
係
で
は
、
次
の

３
団
体
が
「
登
下
校
時
の
見

守
り
活
動
」
や
「
児
童
・
少

年
の
健
全
育
成
活
動
」
等
で

活
動
顕
彰
を
受
け
ま
し
た
。

・
亀
塚
長
寿
会
（
岩
沼
市
）

・
南
方
町
原
老
人
ク
ラ
ブ

　
（
登
米
市
）

・
東
部
長
寿
会

　
（
大
河
原
町
）

日
本
生
命
財
団
「
生
き
生
き
シ
ニ
ア
活
動
顕
彰
」

団
体
の
決
定
に
つ
い
て　

平
成
30
年
度　

若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会　

平
成
30
年
７
月
27
日　

ホ
テ
ル
白
萩　

錦
の
間
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市町村老連女性部（委員会）の活動紹介①
各市町村老連の女性部（委員会）では、様々な活動を行っております。

　その一部をご紹介します。

★★ 混声合唱団として、地区の芸能祭りに参
加しています。
★★以前は女性だけで合唱しておりました
が、男性に、みんなで歌うからと言って
参加を促し、一緒に童謡や歌謡曲をうた
うことにしました。
★★女性部で男性に蝶ネクタイを作って、舞
台で着用することになり、男性も出番が
待ち遠しいと話しています。

★★研修会では施設巡りや化粧講座、手遊びや
みやぎ婦人会館講座などを受講しました。
★★施設巡りは、こどもセンターや保育所を
見学し、老人クラブとの関わりの橋渡し
を図りました。
★★一円玉募金は災害の義援金に活用し、
キャップ集めは友愛活動として行ってい
ます。
★★活動を通じて、女性部会員が笑顔になり
ました。

★★女性会員を対象に交通安全教室や消費者
被害防止研修を実施しています。
★★友愛活動では、女性会員がエコたわしな
どを作成し、高齢者宅や被災者宅を訪問
時にプレゼントしています。
★★文化教養部や体育部会と連携し、スポー
ツ大会や芸能のつどいなど連合会行事の
運営に協力しています。

★★一人暮らしの高齢者や日中独居の高齢者宅
へ月２～３回訪問活動を行っています。
★★訪問活動だけでなく、見かけたときの声
がけも心掛けています。
★★年１回、手作りのお土産を持ち訪問して
います。
★★訪問先から電話が来た時にも対応してい
ます。(活動日以外にも対応し、頼りにさ
れています。）
★★地域一丸となって取り組めるように民生
委員・区長とも話し合い対応するよう心
掛けています。

★★独居会員の閉じこもり防止を目的とし
て、月１回程度の訪問を通じて安否確認
を行なっています。
★★活動のペースは町老連ではなく、各地区
の実情に合わせて行うよう地区ごとに任
せています。
★★無理のないペースで活動を続けています
ので、最も古いところでは２０年以上女
性部の活動として定着しています。
★★「無理をしない、負担になりすぎない」という
意識が長続きの理由と思われます。

★★友愛訪問活動では、町老連独自に日用品
やレトルト・インスタント食品などを配
りながら見守りを行っています。
★★会員1人につき２枚の雑巾を作り、小学
校や公民館に届けています。
★★友愛活動として活動を継続させるだけで
はなく、地区によって趣向を凝らし手芸
品などを一緒にお届けするなど、活動の
輪を広げています。

角田市老連女性部
　梶ノ木会　混声合唱団

山元町老連「女性部会」
　研修会・一円玉募金活動、ペットボト
ルキャップ集め

岩沼市老連女性部
「老いに負けず　楽しく　明るく　元気
よく」

色麻町老連女性部　「友愛訪問」

加美町老連女性部
　友愛訪問活動

大和町老連
友愛訪問活動・見守り・雑巾作成
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の
参
加
者
だ
っ
た
の
が
、
昨

年
は
八
十
九
名
と
、
お
よ
そ

三
倍
の
参
加
者
に
な
っ
て
い

る
ほ
ど
、
好
評
を
得
て
い
ま

す
。

　

訪
問
場
所
に
つ
い
て
は
、

女
性
部
員
や
会
員
の
方
々
に

　
「
ふ
る
さ
と
を
知
ろ
う
」は

改
め
て
地
元
の
良
さ
を
見
直

す
機
会
を
と
女
性
部
と
し
て

企
画
し
今
年
で
７
回
目
を
迎

え
る
事
業
で
す
。

　

身
近
に
あ
っ
て
も
な
か
な

か
地
元
の
歴
史
・
施
設
・
史

跡
・
名
所
を
知
る
機
会
は
少

な
い
の
で
、
そ
れ
ら
を
見
学

し
話
を
伺
い
、
過
去
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
思
い
を
は
せ

る
い
い
機
会
に
な
っ
て
お
り

年
々
参
加
者
が
ふ
え
て
い
ま

す
。

　

初
回
の
平
成
二
十
二
年
に

「
鹿
折
金
山
・
浄
水
場
」
を

訪
問
し
た
時
に
は
二
十
七
名

情
報
提
供
を
頂
き
、
地
域
の

方
々
に
も
協
力
を
得
て
（
個

人
宅
を
拝
見
さ
せ
て
頂
く
機

会
も
あ
り
ま
し
た
。
）
貴
重

な
資
料
や
代
々
受
け
継
が
れ

て
き
た
道
具
・
建
物
な
ど
を

見
学
し
、
関
連
す
る
お
話
を

お
聞
き
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
昼
食
を
と
り
な

が
ら
懇
親
を
深
め
有
意
義
な

一
日
と
な
る
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
橋
が
架
か
っ
た

事
か
ら
大
島
航
路
が
今
年
度

で
廃
止
に
な
る
前
に
船
で
渡

航
し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ

り
、
大
島
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

二
台
で
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し

訪
問
す
る
こ
と
に
決
定
し
て

お
り
ま
す
。

市
内
の
史
跡
名
所
探
訪「
ふ
る
さ
と
を
知
ろ
う
」

気
仙
沼
市
老
連　

女
性
部
長　

菅　

原　

京　

子第五弾「唐桑古館」のはめ込み式金庫

第六弾「鹿折日渡」の昔使われたなぎなた・槍

建設中の大島架橋を見学
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老人クラブのメインテーマ
「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」

〈健康寿命〉
★健康寿命をのばし、自立した生活、生きがいのある生活の実現を目指します。
★仲間や地域の高齢者と共に継続的な健康活動に取り組みます。

〈地域づくり〉
★他世代や関係団体と連携し、安全・安心の住みよい地域づくりを目指します。

記
事
な
ど
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

〒
９
８
０
─
０
０
１
１

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
２
番
３
号

宮
城
県
自
治
会
館
３
階

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

電　

話 

０
２
２
（
２
２
３
）
１
１
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
２
（
２
２
３
）
１
１
６
１

老人クラブ会員章
　全国老人クラブ連合会では、老人クラブ会員
章を頒布しています。
　今回、全老連創立60周年を記念し、「60周年
記念会員章」の頒布を予定しております。

【期間】平成31年度から（平成）34年度までの
　　　  4年間
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